
大
分

大
学

理
工

学
部

設
置

計
画

（
社

会
的

背
景

１
）

〇
俯

瞰
的

な
観

点
か

ら
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
創

出
で

き
る

理
工

系
人

材
の

不
足

（
ひ

と
つ

の
専

門
分

野
だ

け
で

は
解

決
で

き
な

い
，

融
合

・
複

合
分

野
へ

の
対

応
が

不
可

欠
）

〇
グ

ロ
ー

バ
ル

化
へ

の
対

応
の

遅
れ

（
ア

ジ
ア

を
中

心
と

し
て

，
グ

ロ
ー

バ
ル

に
活

躍
で

き
る

理
工

系
人

材
の

養
成

が
進

ん
で

い
な

い
）

〇
大

学
の

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

化
に

よ
り

，
高

校
ま

で
の

理
学

系
科

目
の

理
解

が
十

分
で

な
い

学
生

が
増

加

（
理

学
系

基
礎

科
目

の
充

実
と

早
急

な
課

題
解

決
が

必
要

）

社
会

的
背

景
と

課
題

〇
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
創

出
し

，
推

進
で

き
る

人
材

を
育

成
で

き
る

教
育

体
制

へ
の

改
革

（
融

合
・
複

合
の

基
礎

と
な

る
理

数
系

基
礎

科
目

の
充

実
，

融
合

・
複

合
分

野
に

対
応

し
た

融
合

専
門

科
目

の
充

実
）

〇
グ

ロ
ー

バ
ル

化
に

対
応

で
き

る
教

育
体

制
へ

の
改

革

（
ア

ジ
ア

を
中

心
と

し
て

，
グ

ロ
ー

バ
ル

に
活

躍
で

き
る

理
工

系
人

材
の

養
成

；
海

外
留

学
，

留
学

生
の

受
け

入
れ

）

〇
理

学
系

基
礎

科
目

の
充

実
と

学
生

の
適

性
に

応
じ

た
教

育
体

制
へ

の
改

革

（
転

コ
ー

ス
で

柔
軟

に
対

応
，

入
試

改
革

）

解
決

す
る

た
め

に
は

理
工

学
の

設
置

◎
工

学
系

の
各

分
野

に
理

学
的

要
素

を
理

学
系

の
各

分
野

に
実

学
を

導
入

し
，

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
分

野

で
活

躍
で

き
る

融
合

・
複

合
領

域
に

対
応

で
き

る
人

材
の

教
育

◎
グ

ロ
ー

バ
ル

で
活

躍
で

き
る

人
材

の
教

育

◎
県

，
県

内
の

企
業

の
産

業
振

興
，

さ
ら

に
は

受
験

生
の

要
望

に
応

え
る

理
工

学
で

の
人

材
育

成
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理
工

学
部

と
す

る
理

由

産
業

界
か

ら
の

要
望

・
論

理
的

な
思

考
で

問
題

を

解
決

し
て

い
く
力

・
複

雑
化

し
た

問
題

を
解

決

す
る

力

・
専

門
を

超
え

た
複

合
・

融
合

力

高
校

（
生

徒
，

保
護

者
）

か
ら

の
要

望

・
産

業
界

か
ら

の
ニ

ー
ズ

に

適
合

し
て

人
材

の
育

成

・
ミ

ス
マ

ッ
チ

の
解

消

世
界

を
先

導
す

る
新

た
な

技
術

地
域

に
根

を
下

ろ
し

た
グ

ロ
ー

カ
ル

◎
世

界
を

先
導

す
る

新
た

な
技

術

◎
地

域
に

根
を

下
ろ

し
た

グ
ロ

ー
カ

ル

な
技

術
お

よ
び

産
業

の
育

成

◎
産

学
連

携
，

地
域

連
携

・
複

合
．

融
合

領
域

に
対

応
し

た

技
術

者

・
理

学
的

素
養

を
持

っ
た

技
術

者

・
工

学
的

素
養

を
持

っ
た

研
究

者
,

教
育

者

◎
理

工
学

部
と

す
る

理
由

世
界

を
先

導

す
る

技
術

経
済

成
長

と
と

も
に

経
済

成
長

と
と

も
に

・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
創

出

・
グ

ロ
ー

バ
ル

化

・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

創
出

力
の

強
化

・
グ

ロ
ー

バ
ル

な
理

工
系

人
材

の

育
成

力
強

化

工 学 ・ 理 学 を 融 合 す る こ と に よ り

理 工 学 分 野 を 拡 充 さ せ た 新 た な 学 部 へ の 改 組 が 必 要

大
分

大
学

理
工

学
部

設
置

計
画

（
社

会
的

背
景

２
）

大
分

大
学

理
工

学
部

設
置

計
画

（
社

会
的

背
景

２
）

◎
生

じ
た

課
題

・
工

学
と

理
学

の
乖

離

・
製

品
の

複
雑

化
へ

の

対
応

が
不

可
欠

・
複

雑
な

製
品

の
開

発
へ

の
遅

れ

・
新

製
品

の
開

発
力

の
低

下

・
独

創
的

な
製

品
の

開
発

に
不

向
き

日
本

の
経

済
発

展
を

進

め
る

た
め

の
，

製
造

を
中

心
と

し
た

産
業

機
械

，
電

気
，

力
学

，
建

築
，

情

報
，

化
学

等
の

専
門

を
深

く
掘

り

下
げ

た
製

品
の

開
発

お
よ

び
改

良
（
工

学
の

応
用

を
中

心
と

す
る

単
一

の
専

門
分

野
だ

け
の

製
品

開
発

と
そ

の
た

め
の

人
材

の
育

成
）高

度
経

済

成
長

期
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大
分

大
学

理
工

学
部

設
置

計
画

（
地

域
の

要
望

）

地
域

活
性

化
，

地
方

創
生

の
た

め
に

地
域

活
性

化
の

た
め

に
，

地
域

産
業

を
創

出
で

き
る

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
人

材

お
よ

び
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

の
養

成
が

求
め

ら
れ

て
い

る
．

そ
の

た
め

に
は

，

基
礎

を
担

う
理

学
と

技
術

の
応

用
か

ら
製

品
化

，
事

業
化

に
ま

で
展

開
す

る
工

学
を

結
び

つ
け

る
理

工
学

分
野

へ
の

教
育

研
究

体
制

の
強

化
・
拡

充
が

必
須

！

・
地

元
企

業
の

要
望

時
代

の
ニ

ー
ズ

に
マ

ッ
チ

し
，

地
域

で
の

新
た

な
産

業
の

創
出

に
結

び
つ

け

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
，

融
合

・
複

合
領

域
に

対
応

で
き

，
基

礎
と

な
る

専
門

を
軸

に
異

な
る

分
野

で
も

活
躍

，
新

し
い

事
業

を
立

ち
上

げ
る

こ
と

の
で

き
る

人
材

の

養
成

．
特

に
大

分
大

学
に

こ
れ

ま
で

な
か

っ
た

食
を

中
心

と
し

た
生

物
・
環

境
と

そ
れ

を
支

え
る

基
礎

と
な

る
数

理
の

教
育

の
充

実
．

・
県

の
施

策
（
知

事
の

方
針

，
企

業
会

）

大
分

県
で

は
，

従
来

の
産

業
に

磨
き

を
か

け
る

と
と

も
に

，
次

世
代

を
担

う
産

業
の

ひ
と

つ
と

し
て

，
食

品
産

業
の

育
成

を
あ

げ
て

い
る

．

農
業

県
で

あ
る

大
分

の
方

針
，

施
策

か
ら

強
い

要
望

；
単

な
る

「
農

」
，

「
食

品
」
で

は
な

く
，

食
に

関
す

る
安

全
性

，
生

態
系

を
含

む
環

境
の

保
全

を
含

め
た

問
題

を
解

決
す

る
取

り
組

み
，

そ
こ

で
働

く
こ

と
の

で
き

る
学

生
の

教
育

，
人

材

養
成

の
要

望
．

生
態

系
を

含
む

環
境

の
保

全
が

含
ま

れ
た

問
題

を
解

決
す

る
に

は
，

基
礎

と

な
る

数
理

が
必

要
．

そ
れ

ら
を

解
決

す
る

取
り

組
み

，
そ

こ
で

働
く
学

生
の

教
育

，

人
材

養
成

の
要

望
．

・
校

長
会

，
保

護
者

，
高

校
生

か
ら

の
要

望

県
，

企
業

，
高

校
（
教

員
，

保
護

者
，

生
徒

か
ら

の
強

い
要

望
，

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
結

果
）

「
理

」
の

設
置

へ
の

強
い

要
望

単
な

る
「
理

学
」
の

導
入

で
は

な
く

「
理

」
と

「
工

」
の

融
合

に
よ

る
理

工
学

が
必

要
地

域
の

要
望

現
状

で
は

，
医

工
連

携
に

関
し

た
生

命

科
学

（
脳

科
学

）
，

数
理

の
一

部
（
知

能

情
報

）
が

あ
る

の
み

で
，

県
の

施
策

，

あ
る

い
は

要
望

さ
れ

て
い

る
県

内
企

業

の
声

に
反

映
さ

れ
て

い
な

い

理
工

融
合

の
人

材
養

成
の

た
め

，

現
状

の
5
学

科
8
コ

ー
ス

を
，

2
学

科
8

コ
ー

ス
に

改
組

し
，

要
望

さ
れ

て
い

る
理

工
学

部
に

対
応

で
き

る
よ

う
に

新
し

い
コ

ー
ス

を
設

置
．

新
学

科
コ

ー
ス

で
教

育
研

究
を

行
う

に
あ

た
り

，
不

足
す

る
部

門
の

教
員

を
採

用

2
学

科
で

の
運

営
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大
分

大
学

理
工

学
部

設
置

計
画

（
学

部
改

組
概

要
）

大
分

大
学

理
工

学
部

設
置

計
画

（
学

部
改

組
概

要
）

改
組

前
改

組
後

機
械

コ
ー

ス

コ
ー

ス

エ
ネ

ル
ギ

ー

コ
ー

ス

電
気

コ
ー

ス

電
子

コ
ー

ス

工
学

科

知
能

情
報

シ
ス

テ
ム

工
学

科

応
用

化
学

科

建
築

コ
ー

ス

コ
ー

ス

メ
カ

ト
ロ

ニ
ク

ス

コ
ー

ス

理
工

学
部

教
育

福
祉

科
学

部

理
学

系
:
 
新

規
採

用

学
部

定
員

３
７

０
名

学
部

定
員

３
８

５
名

学
位

：
工

学
学

位
：
理

工
学

理
工

融
合

の
人

材
養

成
の

た
め

，
現

状
の

5
学

科
8
コ

ー
ス

を
，

2
学

科

8
コ

ー
ス

に
改

組
し

，
要

望
さ

れ
て

い
る

理
工

学
部

に
対

応
で

き
る

よ
う

に
新

し
い

コ
ー

ス
を

設
置

．

新
学

科
コ

ー
ス

で
教

育
研

究
を

行
う

に
あ

た
り

，
不

足
す

る
部

門
の

教
員

を
採

用

電 気 電 子

工 学 科

福 祉 環 境

工 学 科

共
創

理
工

学
科

・
数

理
科

学
コ

ー
ス

(
１

５
名

）

・
知

能
情

報
シ

ス
テ

ム
コ

ー
ス

(
６

５
名

）

・
自

然
科

学
コ

ー
ス

(
１

５
名

）

・
応

用
化

学
コ

ー
ス

(
５

５
名

）

創
生

工
学

科

・
機

械
コ

ー
ス

(
７

５
名

）

・
電

気
電

子
コ

ー
ス

(
７

５
名

）

・
福

祉
メ

カ
ト

ロ
ニ

ク
ス

コ
ー

ス
（
３

５
名

）

・
建

築
学

コ
ー

ス
(
５

０
名

）

(15
0)

(23
5)

機 械 ・ エ ネ ル ギ ー

シ ス テ ム 工 学 科
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大
分
大
学
理
工
学
部
設
置
計
画
（
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

創
生

工
学
科

機
械
コ
ー
ス

電
気
電
子
コ
ー
ス

福
祉
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク

ス
コ
ー
ス

建
築
学
コ
ー
ス

共
創

理
工
学
科

数
理
科
学
コ
ー
ス

知
能
情
報
シ
ス
テ

ム
コ
ー
ス

自
然
科
学
コ
ー
ス

応
用
化
学
コ
ー
ス

教
養
教
育
科
目

理
工
学
基
礎

教
育
科
目

理
工
学

展
開
科
目

専
門

科
目

専
門

科
目

基
礎
理
工
学
入
門

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
基
礎

（
知
能
以
外
の
全
コ
ー
ス
）

「
大
分
を
創
る
」

（
テ
ー
マ
）
の

設
定
科
目

知
的
財
産
科
目

全
学
共
通
科
目
，
身
体
ス
ポ
ー
ツ
科
学
，
外
国
語

基
礎
解
析
学
１
,
２
,
３

基
礎
代
数
学
１
,
２
,
３

力
学
等

理
学
系
基
礎
科
目

サ
イ
エ
ン
ス
基
礎

（
創
生
工
学
科
）

科
学
技
術
基
礎

（
共
創
理
工
学
科
）

基
礎
理
工
学

P
B
L

（
全
コ
ー
ス
）

応
用
理
工
学

P
B
L

（
全
コ
ー
ス
）

卒 業 研 究卒 業 研 究

計
算
理
学
基
礎

サ
イ
エ
ン
ス
解
析

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

応
用
科
目

情
報
・
数
理
系

応
用
科
目

（
数
理
，
知
能
）

食
品
系
科
目

（
自
然
，
応
化
）

養
成
す
る
人
材
像

１
）
豊
か
な
教
養
と
人
間
性
に
基
づ
き
，
工
学
分

野
に
お
け
る
基
礎
学
力
を
満
た
す
専
門
知
識
・

技
術
を
有
し
て
い
る
人
材
。

２
）
獲
得
し
た
も
の
づ
く
り
に
関
す
る
知
識
や
能

力
を
基
盤
と
し
て
，
新
た
な
視
点
を
取
り
込
ん
だ

価
値
の
創
出
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ

り
，
技
術
者
・
研
究
者
と
し
て
地
域
や
国
際
社
会

の
発
展
に
貢
献
で
き
る
人
材
。

３
）
理
学
的
要
素
で
あ
る
数
物
系
サ
イ
エ
ン
ス
の

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
持
ち
，
数
物
モ
デ
ル
化

と
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
技
術
を
通
し
て
，
安
心
か
つ

持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
の
た
め
に
，
付
加
価

値
の
高
い
も
の
づ
く
り
技
術
を
創
生
す
べ
く
，
新

た
な
課
題
を
自
ら
探
求
し
，
問
題
を
整
理
・
分
析

し
，
自
ら
の
工
学
的
専
門
分
野
に
お
け
る
問
題

に
応
用
す
る
こ
と
に
よ
り
，
地
域
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
創
生
に
取
り
組
む
こ
と
の
で
き
る
人
材
。

４
）
現
代
社
会
の
発
展
と
人
類
福
祉
の
向
上
を

志
向
す
る
意
欲
を
持
ち
，
社
会
の
ル
ー
ル
や
規

範
に
則
り
，
技
術
者
・
研
究
者
と
し
て
の
責
任
と

使
命
を
認
識
し
な
が
ら
良
識
に
基
づ
い
た
行
動

が
で
き
る
人
材
。

１
）
豊
か
な
教
養
と
人
間
性
に
基
づ
き
，
科
学
分

野
に
お
け
る
基
礎
学
力
を
満
た
す
専
門
知
識
・

技
術
を
有
し
て
い
る
人
材
。

２
）
獲
得
し
た
数
理
科
学
，
自
然
科
学
，
情
報
科

学
，
応
用
化
学
に
関
す
る
知
識
や
認
識
能
力
を

基
盤
と
し
て
，
新
た
な
視
点
を
取
り
込
ん
だ
価
値

の
創
出
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
，
科

学
者
，
技
術
者
，
教
育
者
と
し
て
地
域
や
国
際

社
会
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
人
材
。

３
）
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
繋
が
る
自
然

物
（
生
物
・
非
生
物
）
の
原
理
・
原
則
と
客
観
的

な
観
察
と
論
理
的
な
思
考
に
基
づ
く
数
理
・
自
然

科
学
を
基
本
と
し
，
そ
の
応
用
技
術
で
あ
る
情

報
科
学
と
応
用
化
学
の
連
携
に
よ
り
，
新
た
な

課
題
を
自
ら
探
求
し
，
問
題
を
整
理
・
分
析
し
，

自
ら
の
専
門
分
野
に
お
け
る
問
題
や
地
域
の
課

題
に
応
用
で
き
る
柔
軟
な
発
想
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
人
材
。

４
）
現
代
社
会
の
発
展
と
人
類
福
祉
の
向
上
を

志
向
す
る
意
欲
を
持
ち
，
社
会
の
ル
ー
ル
や
規

範
に
則
り
，
科
学
者
・
技
術
者
・
教
育
者
と
し
て

の
責
任
と
使
命
を
認
識
し
な
が
ら
良
識
に
基
づ

い
た
行
動
が
で
き
る
人
材
。

応
用
数
学
系

科
目
（
創
生
工
学

科
）

（
学
部
共
通
科
目
）

（
理
工
融
合
科
目
）

（
理
工
融
合
科
目
）

（
コ
ー
ス
横
断
科
目
）

（
コ
ー
ス
横
断
科
目
）

理
工
融
合
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
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